
 
 
 
 
 
 
 

青少年赤十字（ＪＲＣ）とは  Junior  Red   Cross 

 ＜青少年赤十字の目的＞ 

 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 

３つの実践目標    
 

自主的で自律した子どもに育てるための合言葉 

３つの態度目標 

※ いかに指示されず、自分で気づき、自分の意志で、自分で行う子どもの育成 

青少年赤十字の指導理念 

○ 自主的で自律した子どもを育てる 

 ○ ボランタリー・サービス（奉仕活動：V・S活動）による問題解決 

 ○ 先見の重視 ⇒ 

 ○ 指示のない生活 ⇒

 ○ 待ちの姿勢 ⇒ 

 ○ 赤十字の７つの基本原則を活用する ⇒  

 ○ 「人道の４つの敵」の克服 ⇒   

青少年赤十字を有効活用しましょう！ 

◆ 青少年赤十字を活動活性化のスパイスとして活用できます。 

 ・ 出前講座を活用することで活動の幅が拡大します。※出前講座リスト参照  

 ・ 表彰制度を活用して、子どもたちに充実感や達成感を味わわせます。 

 ・ 青少年赤十字の人材育成手法や様々な資料の活用で、道徳を含めた各

教科やいじめ防止の取組、安全教育、特別活動、総合的な学習の時間等、

学校の裁量で、学校教育全般に落とし込むことができます。 

※詳しくは、日赤佐賀県支部にお問い合わせください！ 

               ０９５２－２５－３１０８ ＪＲＣ担当：秋山 芳美  

児童・生徒が赤十字の精神に基づき、世界の平和と人類の福祉に貢

献できるよう、日常生活の中での実践活動を通じて、いのちと健康を

大切に、地域社会、国家・世界のために奉仕し、世界の人々との友好

親善の精神を育成する。 

◆いのちと健康を大切にする力を養う 

 ◆社会的に弱い立場にある人たちの手助けができる力を養う 

 ◆世界が抱える問題に関心をもつ力を養う 

健康・安全 奉 仕 国際理解・親善 

気づき ・ 考え ・ 実行する 

青 少 年 赤 十 字 へ の 加 盟 は 、

簡単です。しかも無料です！ 


